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はじめに

宍道町には先〆＼たちの残Lた数多くの埋蔵文化財があります。とり

わけ、古噴は私たちの身近に存在する文化遺産としてよく知られてい

まッ。

しかし、一つ一つ見ていくと規模ゃ内容等それぞれに異なり、いろ

いろな特徴をもっています。では、これらの古墳はいつ、どのような

背景で造られたので、しょうか。

本書は、古墳についての疑問を解決し、一つでも多くの古墳を実際

に歩いて見ていただくためのガイドブックです。古墳の中にはすでに

消滅したものもありますが、内容が分かつており、なおかつ、地域の

歴史を知るために大切な古墳はなるべく多く掲載するようにしました。

本書の出版にあたり、ご協力いただきました皆様、熱心にご指導い

ただきました諸民に心より感謝し、おネしを申しあげます。

古墳の多く lfこありまヲ c などのない古

噴を見学する時には所有者の許可をもらうようにして下さい。

主1之、 ないようにしましょう。



1図古壊時代とは
やよい じだい

今から1,600年ほど前（3世紀末から4世紀初め）、弥生時代から大

きな勢力をもっていた地域では、他の地域の豪族と同盟を結びながら

さらに大きな力をもつようになりました。その豪族たちの連合体の中
やまと

で盟主となったのは、奈良県を中心に勢力をもっ大和王権でした。大
おういけいしょう

和王権は首長の死に際し、その権力の象徴として、また、王位継承の
ぜんぽうこうえんふん

儀式の場として山のように巨大な前方後円墳というお墓を築きました。

各地方の豪族たちも大和王権の葬送方法を受け入れ、その身分や経

済力に応じて、前方後円墳を基本に大小さまざまなな古墳を造るよう

になりました。このように政治的な背景をもって古墳を造り続けた3

世紀後半から 7世紀までの約400年間を古墳時代と呼んでいます。

22 i昔壊の大量営者と種類
ぜんぼうこうほうふん えんぶん ほうふん

古墳の形には前方後円墳、前方後方墳、円墳、方墳などがあります。

これらの古墳を造ることのできる人はかなりの身分の人に限られてい

ました。

ところで、日本で一番大きな古墳はどれくらいの規模でしょうか。
だいせんりょう

大阪府堺市にある大仙陵古墳（伝仁徳天皇陵）は全長が480mもあり、

C) 
ム



古墳の造られた時代

平面接で、は世界最大の墳墓です。島根県で最も大きい古墳は出雲市に
だいねんじ

ある全長100m（推定）の大念寺古墳です。宍道町で、は全長35mの椎
やま

LU l号墳が一番大きい古墳です。これだけの古墳を造るには多〈

働力が必要です。たとえば、先の大イill陵古墳は延べ約140万人の労働

力が必要だったと考えられ、－8100人で、約4年はかかるといわれて

います。したがって、古墳を造ることができた人がいかに大きな権力

と経済力をもっていたかということが分かるでしょう。その労働力と

して駆り出されたのは、たぶんかなり広い範囲から集められた農民た

ちだったのでしょう。

ちなみに、古墳の形や大きさは身分や大和王権との結びつき、経済

力などによって決められたもので、自由だったわけではありません。

1古墳の移り驚わり
まいそうしせつ ふくそうひん

古墳時代は、埋葬施設や副葬品（被葬者とともに埋めた品々）の種

より前期（4世紀ごろ）、中期（ 5世紀ごろ）、後期（6世紀～7世

紀ごろ）に分けられま

〔前期古墳〕 典型的な前期古墳は平野などが見渡せる高い場所に築

かれ、前方後円墳の後円部に長さ 7m

内 を2つに害I］って中をく打抜い

を設け、その

められています。こ

一般的に一人の首長のためのお墓でした口副葬品と

しては鏡、玉、大刀、剣などがよくみられます。

なお、出雲；地方で、は も多く j告られまし

" 
L’ 



〔中期古墳〕 中期古墳は、しだいに平地にも築かれるようになり、
ながもちがたせっかん ふながたせっかん はとしきせっかん

埋葬方法は竪穴式石室から長持形石棺；、舟形石棺、箱式石棺、
はとしきもつかん

箱式木棺などを直接墳丘に埋める方法に変わりました。副葬品として
ばぐ すえき

は武器が多く、大陸から取り入れられた馬具や須恵器も新たに加わり

ます。

〔後期古墳〕 後期古墳になると埋葬後にも入口を開け閉めできる横
あなしきせきしつ

穴式石室を埋葬施設として用いるようになります。これは一人の首長
ついそう

だけではなく、親族などを後で葬る（これを追葬といし、ます）ように

なったからで、石室の中には家形石棺などが置かれているものもあり

ます。また、同じように丘陵の斜面などに穴を掘って、追葬ができる
よとあなほ

横穴墓も造られ始めます。小規模な古墳が急に増えるのはこの時代で

す。副葬品として耳輪、玉類、馬具、直万、須恵器などがみられます。

やがて、 6世紀後半ごろになると前方後円墳はしだし、に姿を消し、

新たに畿内を中心に方墳が多く造られるようになり、同時に横穴式石

室も小形化します。

〔古墳の消滅〕 7世紀後半になると古噴は一部の地域を除いてまっ

たく造られなくなり、横穴式石室や横穴墓への追葬も少なくなってい
りつりょうたいせい

きます。これは「律令体制」と呼ばれる法律にもとづいた政治制度が

整っていったため、大きな古墳に権威を象徴させる必要がなくなった

ことが原因ではないかといわれています。さらに、仏教の広がりによ

り死後の世界観が変わったことも原因ではないかといわれています。

4 



宍道I可の古墳紹介

宍道町にも数多くの古墳があります。古墳の分布と内容を調べるこ

とによって、古墳時代の社会の仕組みゃ、政治勢力が分かつてきます。
きまち どつどう しんじ さそう えじり

ここでは来持J11周辺、同道J11周辺、宍道J11 （佐々 布J11）周辺、江尻

川周辺という水系を古墳時代の地域単位と考え、そこにある主な古墳

を紹介してみたいと思います。

①検問古城

①大野原古墳

①椎lむ古墳群

⑬佐々布下l号墳

（⑪才嫡穴主主事手

@ii法；s古墳群
③知j京音波群

〈⑤官磨灘見古墳群

⑬潜水谷ー矢顕；豊島h

()ID ~j主管三子機宍墓群

①松右横穴￥

①綴北E壁古城

＠下の2主古墳

⑬水瀬古墳群

⑬ J呈顕古i護軍平

①粟尾山続穴~）際

R横見1号墳

(,Z）岩？で口古墳

⑬野道事喜筈il！古i政

（通）小企主有布横穴墓群

番号は紹介する古j主番号に一致

事程調は現在の宍道町

。



1 m 来持Ju，調理の古墳
ょこ7こ

(1）横田古墳

宍道町西来待（内ヶ峠）

来待川がつくる谷平野の奥、内ヶ峠集落の東側にある水田に位置し
ほじよう ふながたせっかん ふた

ます。 1987年（昭和62年）の国場整備中に、舟形石棺の蓋が見つかっ

たため初めて知られた古墳です。

もともと墳丘があったのでしょうが、現在はまったく分かりません。
くず

この古墳のように千数百年の歳月の中で、耕作や風雨などによって壊

れていったものも多かったのです。

石棺の蓋は、長さ167cm、l幅60cm（頭部）～66佃の大きさで、外面は

「板カマボコ状JVこ加工され、内面は2段に彫り込まれています。
なわかけとっき

縄掛突起と呼ばれる出っ張りが両側に2個ずつ、計4個付いています。
せきえいあんざんがんしつぎょうかいがん

石村は玉湯町から宍道町来待にかけて産出される石英安山岩質凝灰岩

で、地元で、は通称「白粉石jと呼ぶ柔らかくて白っぽい石です。同様
とくれんば っきやま

な石棺としては玉湯町の徳連場古墳や玉造築山古墳などがあり、宍道

湖南岸に舟形石棺の分布圏があっ

たことが分ります。

副葬品は見つかっていません

が、古墳の造られた時期は古墳

時代中期で5世紀代と考えられ

ます。

6 

内側からみた舟形石棺の蓋



子奇形お棺の模式霞

宍道町の古墳紹介

石/if富は現在、宍道町中央

公民館で保存されていま

す。 1987年、宍道町教育

委員会により確認調査が

行われています。

まついし

(2）松石古墳群

宍道町大字東来待（弘長寺）

宍道湖に突き出た標高30mのなだらかな丘陵に9基の古墳が分布し

ていました。北側、 JR山陰線に接する高所に 1号墳が、西側の中央

に4号墳が位置し、それに挟まれて2、3号墳が、西端に5～ 7号墳

が、さらに東端に9、 られていました。また、北側斜面に

（松石横穴墓）も知られています。る

の方墳です。これがもっとも大きいもので＼

栓石古 表監

7 



はすべて一辺10m前後と小さし形が分かる古墳はほとんど方墳でし

た。

これらの古墳の中からは来待石の切石で造られた箱式石棺が3基と、

木棺と考えられるものが2つ以上見つかりました。副葬品は 1号墳の
~り

管玉6、ガラス製小玉 1、4号墳の鉄万 1、鉄斧 l、やりがんな（槍
かんな

に似た古代の錨） 1など、わずかしか見つかっていません。

古墳の造られた時期は出土品より 5世紀後半から 6世紀代と推定さ

れます。

調査風景

箱式石棺模式図

8 

松石 l号墳から出土した管玉と小玉

この古墳群は住宅造成に先だっ

て、 1976年（昭和51年）、宍

道町教育委員会によって発掘

調査が行われました。現在は

跳江台団地になっています。

出土品は宍道町教育委員会で

保管されています。



宍道町の古墳紹介

(3）松石横穴墓

宍道町大字東来持（弘長寺）

宍道湖を望む丘陵の北側斜面に掘りこまれた横穴墓で、 1969年（昭

の山陰線複線化工事中に発見されたものです。場所は松石古

墳群の北側斜面にありました。
げんしつ

調査の時には玄室（死者を葬る室）

和44年）

の

半分が壊されており、天井の形は不明で

したが、床の形は正方形で＼西側の壁に

沿って切石（切ったようにきれいに加工

宅診一

乏2凶

の組み合わせの石棺が置かれて
えんどう

いました。また、羨道（玄室へ入る細長

した石）

の入り口は2枚からなる切石で
ぜん CいJ広

しかし、前庭部

い通路）

実浪lj区i出土大刀写真

閉ざされていました。

~ l~ 

の詳しい様子はわ（羨道の前の平坦地）

かりません。
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万） 1、

2、小刀2、

松右横穴墓実；~.il!辺
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4、蓋杯蓋4、高杯ヱ）

万は本丙にもがあ 1）、



点彫りで龍が打ち出されている優れ

た品です。横穴墓の造られた時期は

6世紀の後半と考えられますが、
ついそう

追葬も認められています。

くりおやま

横穴墓はすでになくなってい

ますが、出土品は宍道町蒐古

館で展示されています。

(4）栗尾山横穴墓群3号穴

宍道町大字上来待（来待大森）

来待川のおりなす谷の奥にある旧仔牛育成センターに接する低い丘

陵の東斜面に5穴の横穴墓が掘り込まれています。その中で3号穴は

来待石の切石でできた珍しい石

棺をおさめており、注目されて

います。

この横穴墓の玄室は奥行き約

2.2m、幅約2mで＼床の形は

正方形に造られており、全体を

家形にかたどっています。石棺

は壁に接して置かれていました

が、今は解体されています。復

元してみると、長さ約1。8m、

幅約0.8m、高さ約0.8mで、来

待石を何枚か組み合わせて、横

10 

【J「
塩歪孟温猛孟益還~
粟尾山横穴群3号穴の実浪I］図
（山本清『西山陰の横穴』より）



宍道町の古墳紹介

はなく、事豆iJになっ

安置するていますが、このような天井と横口をもっ石棺を、仏像

ずし ずしがたかん

厨子の形に’似ていることから厨子形棺と呼びます。

した。また、天井石口より人を葬る

古くから入口が聞いていたために副葬品は知られていません。入口

には穴をふさぐための長さ110cmの来待石の切石が残っています。

佐久多神社の西側の丘陵

にあります。この丘陵の

西隣の丘陵にも

がるり、同様な石棺が 1

基発見されています。0 200行1
匝孟孟函函Z孟五＝

社神多久佐
一

1
1
i骨
タ

法

叶

γ

市計

牛

セ

ロ

附

献

術
品
街
宣
臥

ウ

書

おおのばら

(5）大野原古墳

宍道町大字と来待（大野原）

かたけ学園の南東にあたり、大野地区にのびる丘陵の頂部平

大野原古壌

担地に築かれた18吻5m×19.5mの
ほうふん

方墳です。 .Omで、中

設に幅約1剛5mの段がめぐってし、
にだんちくせい

ます。（これは二段築成と呼ばれ、

さは

Li. 

ます）

はありません。

型の墳丘によく見ら
；主にわ

埴輪、



副葬品は発見されていません。
ほとら

なお、地元では首塚と呼ばれており、頂部に小さな相が祭られてい

ます。

12 

＠伝大野次郎左衛門墓

申県立わかたザ学園

酔血血醐可営寿康窯

！＠大野原古

0 5 m 
匡孟孟高孟E量五三副

大野原古墳測量図

国道9号から県道宍道

海潮線を菅原天神へ向か

う途中に県立わかたけ学

園、寿康窯の案内板があ

りますので、そこを入り

ます。大野原古墳は同窯

の南約50mの地点で、すO



宍道町の古境紹介

(6）知原古墳群

宍道町大字東来待（久戸）

l仁！二I流に広がる谷平野に面Li:こ低い丘陵の上に造ら

を紹介しましょう。ここでは2号墳と 4号墳（B古墳）です。
わりし、L

自然石や割石2号i貰は丘陵の北側斜面に造られた小さな古墳です。

でできた細

おてつカつ

）

見
石

が

た
い
室

つ
凶
石

造
は
式

て
一
山
内
八

つ
に
横

室

口

し

（

長

り、玄室の大きさは奥i幅約95cm、

前幅約50c狙で、す。高さは天井石

よく分かりや壁が崩れており、

ません。

知原2号墳の横穴式石室
（山本清氏写真提供）

とうす

その上から副葬品の直万、刀子（小万）、耳環、須恵器が
えんどう そでいL

見つかりました。玄門には玄室と羨道を区切る柱石（袖石という）が

床には平らな石が整然、と敷か

れており、

立てられていました。造られた時期は7

来待地区にるり

らず、ながら来待石の切石で造られて

目されています。

世紀の前半と推定さ

4号；墳は直径約10111あまりの円壊で、
こぶし ふきいし

表面には拳大程の大きさの河原石（葺石

知涼4喜善壌の横穴式石室

13 

し、ましきつめら

を並自

といいます）

埋葬施設とLて、



石室が見つかっていますが、玄室は

長さ4.5m、奥幅1.8m、前幅1.3m

~1:iim"11:i;iミ差益支語尚三羽
民主主主管尽き山川：iiitl¥1:!

の大きさです。副葬品として直刀や ｜ 知原2号墳は1968年、ゴルフ場
｜ 建設に先立ち山本清氏により、

須恵器の破片が出土しており、古墳 ｜ また、知原4号墳は1971年、湖
｜ 南荘建設に伴い門脇俊彦氏によっ

の造られた時期は6世紀中ごろと分 ｜ て調査が行われました。 2基と
も現在はありません。

かりました。

鱒（7）島首古墳

宍道湖から約400m南に入る玉湯

町境に近い小さい谷の標高約60mの

尾根付近に造られています。墳丘は

一辺約10m、高さ 2mほどの小さな

方墳です。

埋葬に使った施設は来待石の切石

で造られた横穴式石室で、ほぼ南を

向いています。玄室の大きさは小さ

く、奥行き1.8m、幅I.Om、高さ

1.2mで、す。各壁とも一枚石で、天

井石の内と外とも家形に加工されて
いえがたせっかん

おり、家形石棺を思わせます。この

14 

宍道町大字東来待（鏡）

0 lm － 



ちム
' j 、特》
V p弘

しいの

き彫り

·~ ,. ,_ にある

石了 2 るような「TJ

には「 IJ まれて

を閉

ています。縦lm、 厚さ20cm

きし でさており、表面には
））•ん民主

円状の浮き彫りが施されて占いますが、

宍遊間Iの古噴紹介

かんぬき

閉塞忍に問状の賜亥I］をもっ古橋

との古噴の浮き彫りは縦棒が強調されています。 た同

ら7

白石の伊賀見］号墳、 「ーの空古墳、玉湯町林の

にも見られま なお、床石 は来待石

は知られていませんが、

,-
L-

0 20日m
長五五孟這店主五五平副

られた時期は石室 か

の古墳と されています。

古墳の名前は麓の家の ｜ 
屋号「北廻」に由来し 』

LケL ノ

15 



2図間選J'11期辺の古噴
よとみ

(8）横見 1号墳

宍道町大字西来待（横見）

宍道湖より同道川を遡ること約3畑、横見地区の谷平野をのぞむ丘

陵の上に横見古墳群があります。このうち、丘陵の最頂部にある 1号

墳は前方後方墳で、全長約20m、前方部先端の幅約9m、後方部の幅

約10m、前方部の高さ約1.5m、後方部の高さ約2mという大きさで

す。小さい古墳ですが、墳丘の残り具合は良好といえましょう。

後方部のほぼ中央には長さ1.7m、幅0.7mの蓋石状の自然石が露出

しており、埋葬施設は箱式石棺とも考えられます。

この古墳から遺物は見つかっていませんが、標高の高い丘陵臼こ造

られていることから、前期から中期にかけての古墳ではないかと考え

られます。

議

横見1号墳墳丘模式図 横見 l号墳 （矢印の地点）

16 
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人を埋葬した施設ははっきりしませんが、後円部にある盗掘された
ょこあなしさせきしつ

跡には大きな加工された来待石が散らばっていますので、横穴式石室

があったものと推定されています。造られた時期は、副葬品等が発見

されていませんので明らかではありませんが、他の古墳と比べてみて

6世紀代であったと思われます。

2号墳は1号墳の北東、約

100:mほど離れた標高45mの
ほうふん

尾根に築かれた方墳です。大

きさは一辺約16皿、高さ2,0

～2.5mで＼ 一辺の長さが短

いわりに高さがあるのが特徴
すそ

です。墳丘の裾から50cmほど 椎山2号墳の墳丘

にだんちくせい

に1～1.5:mのl隔の平坦面（二段築成とし、います）があり、整った
まいそうしせつ ふくそうひん

形の古墳です。埋葬施設と副葬品は分かっていません。

3号墳は2号墳の北、約lOOmほど離れた標高35mの罵根に築かれ

た小型の方墳です。大きさは一辺12m、高さ 2mで、頂部に一辺の長

さ4.5mの平坦［面があります。埴輪円筒の破片以外の遺物は発見され

ていません。埋葬施設は不明です。

4号墳は3号墳と近接しています。墳丘の多くは削られ、もとの形

は失われていますが、一辺10mの小さな方墳と推定されます。埋葬施

設、副葬品とも不明です。

18 



宍道町の古喧紹介

上
白
石
地
区

F；含の集落とその周辺に
案内板と説明板がありま

なお、 1号墳は町内で最

大の古墳であり、県指定

史跡になっています。
0 2日Om
＝五函司

日司＝＝＝ァ4一一＿，一一

いがみ

(1功伊賀見古墳群

宍道町大字白石（下白石）

宍道湖から約300m南に入った標高20mの低丘陵の上に分布してい

ます。現在3基の古墳が知られ、高い方から l号～3号墳と呼びます。

1号墳は見晴らしのし沖、尾根の頂部に造られています。墳丘はかな
ぜんぼう

一辺10mあまりの方墳とも、全長25mの前方り変形しているために、

ともいわれています。噴丘に葺石、埴輸はありません。

埋葬施設は長さ 6mの横穴式石室で、北側に向かつて入口が付いて
きまちいし

玄室の4i－壁はすべて来待石

を］

り、いわゆる

いま

枚使用して
せきしつ

石室の原形となるもの

19 

。

白8問、幅

形はほ

きさ

さL7mで、

。〉

l. 9rn、



ぼ正方形です。床の中央部に

は「U」字状の浅い彫り込み

をもっ細長い板石（屍障仕切石

といいます）をすえ付けてい

ます。この仕切石は九州、｜を起

源とし、山陰地方の石室にも

多く見られるもので、この石

室も九州、｜の影響を受けている

、

抜

さ

り

高

く

ふふ

y

」

D

t

t

 

す

に

形

ま

間

方

え

の

正

、
が
山
道
一
の

か

仏

語

次

倒

う

と

印

が

室

も

と

玄

と

こ

幅

伊賀見 l号墳の墳丘測量図

げんもん

くいた玄門があり、そこに「器J状の浮き彫りをもっ閉塞石がはめ込
とひ白らかん向き

まれたまま残っています。この模様は扉の問を表わしており、次に紹

しもそら かがみきたぎこ

介する下の空古墳をはじめ鏡北廻古墳など宍道湖周辺で6例が知られ

ています。

羨道は奥行1.6m、幅0.9mの大きさで、玄室の中心からやや西に造

伊賀見1号墳の発掘風景 (1958年）

20 

現在の伊賀見 l号墳の閉塞石



宍道町の古墳紹介

られています。羨門も切石によってできており、その外側にも石積み

の壁が造られています。

副葬品は、玄室の仕切石の東側に

すえき

耳環（銀環） 2、刀子 2、須恵器
ふたつき

（蓋杯2セット）が、西側に直万 1、
てつぞく はそう

鉄鎌30本以上、須恵器（躍し高杯

1、提瓶2）があり、羨道からも曜

1が見つかっていますO

古墳の造られた時期は、発見され

た遺物をみると 6世紀の中頃で、出

雲地方で横穴式石室が造られはじめ

た頃のものと考えられます。

2号墳は1号墳から少し下ったな

だらかな斜面にあります。小さな方

墳で、墳丘の大きさは一辺4.3m、

はそう

伊賀見1号墳からの出土遺物（恵）

高さ1.5mで、す。 展示中の伊賀見1号墳の遺物（蒐古館）

h時長時々 f(il
伊賀見 1号墳は1958年

（昭和33年）、山本清氏

により発掘調査が行われ、

『宍道町誌』に報告され

ています。宍道JIIJで初め
」ーd°m I て発掘調査が行われた古

墳です。

21 



しも そら

(11）下の空古墳

宍道町大字白石（上白石）

同道川と下倉川が合流する谷間にあります。付近の水田面から約3

mほど高い民家（高木武久さん宅）の庭先にあり、すでに墳丘はなく
よこあなLきせきしつ

なり、来待石で造られた小型の横穴式石室が露出しています。

玄室の中には土砂が流れ込み、天井は崩れ落ち、玄門も解体され、

石材が付近に積み重ねられています。また、羨道部は失われています。

玄室を復元すると奥行2m以上、幅L5m以上と推定されます。い

ずれの壁も 1枚石で、天井石は外

面が家形に加工されており、いわ
せっかんしきせきしつ

ゆる「石棺式石室」とよばれてい

るものです。玄門は散乱する石材
へいそくせき

から推定すると、閉塞石を受ける

くり込みをもっ2枚の板石を立て、

その上にまくやさ石を置いたものと

考えられます。閉塞石は高さ lm、

解体された下の空古墳

22 

O 2rr、
下の空古墳の実；JIil函（復元）

下の空古墳の閉塞石の陽刻



宍道町の古墳紹介

幅0.8mの

J, 

で、表面には同じ谷の伊賀見l の鏡北廻

乙一ー がとの陽刻が彫ら いまヲ o

は残ってし、ませんが、造られた時期は石室の様子から

と思われます。

O 200m 
匝五＝高＝

(12）岩穴口古墳

宍道中学校の南にある小さい谷間

あります。この古墳は水田の

中に突き出た来持石の塊

が開けられており、まる

出しているように見えます。

.5In、！隔L5～l,7m 

で、床面の形は奥に広がる

宍道湖より南に1.llan入った
山合いで、同じ谷には伊賀見
l号墳、猪石＠犬石で知られ
る石宮神社、さらに谷を挟ん
だ南の丘陵上には椎山古墳群
があります。
下の空古墳のレプリカが来待
石で作成され、来待ストーン
ミュージアムに展示してあり
ます。

宍道町大字宍道（一区）

天井はかなり崩 いますが、もと 岩穴口三吉議

門内心。



いえがTこLちゅうしき

は整った家形凹注式（内部を家のように掘り込んだ形）と思われます。

床の左右には遺体を置いた屍床（ベッド状のもの）が残っています。
えんどう

羨道は長さ 1田、幅70αHで、すが、風化しでかなり崩れていることか

ら詳しいことは分かりません。前庭は失われていますが、切石で造ら

れていたらしく、古墳の上部に天井石を受ける平坦面が残っています。

副葬品は知られていません。

なお、この古墳はもともと墳丘をもち、盛土で覆われていたと考え

られ、 宍道町宍道の要害山古墳とよく似ています。 同様なものとし
んぴらだに しゆっさいうしろだに

ては、松江市西持田町の金刀比羅谷古墳や簸川郡斐川町出西の後谷
みちわき

道脇古墳などがあげられます。

『＝＝戸一一＋ー

24 

0 100m 
匡Z孟孟画面孟面司

宍道中学校から宍道の町

へ抜ける狭い道の脇にあ

ります。

また、谷を挟んで東側の

斜面には後谷横穴墓が見

つかっています。



宍道町の古墳紹介

3.宍道川（佐々 布川｜）周辺の古墳
さそうしも

灘側佐々布下1号墳

宍道町大宇佐々布（佐々布下）

出雲平野を望む標高35mの小高い丘陵の上にあります。

小さな古墳で、現在は一辺15m×20m、高さ 2mの方形状になって

います。埋葬施設は未発掘のためによく分かっていません。出土品と
けいぷ うじよう

して頚部に羽状文という模様が施されている古い土師器の壷片が見つ

かっていますO

この古墳の造られた時期は古墳時代でも早い時期にあたり、現在見

つかった中では宍道町内でもっとも古いものです。

36.25 

佐々布下1号墳の墳丘測量図

25 
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0 10cm 

出土土器実測図

園
出土した部分

佐々布下1号墳出土土器の推定復元図

佐々布下1号墳遠景（矢印の地点）
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同清水谷＠矢頭遺跡

宍道町大字白石（才）

現在の東部家畜市場から見つかった遺跡です。
やよい

清水谷遺跡では清水谷2号墓と呼ぶ弥生時代の墳墓と清水谷5号、
みずたまり

6号と呼ぶ2基の古墳が知られています。後で述べる水溜古墳群と隣

接していることから、一連の墳墓群と考えられています。

清水谷2号墓は宍道町で発見されている唯一の弥生時代のお墓で、
だえん たかっき

径15m前後の楕円形の墳正から弥生時代後期に作られた高杯（お供え

26 



宍道町の古墳紹介

用の器に脚が付いている土器） が出土しています。 1号墳はー

6号墳も同じ大きさの方墳でL

矢頭遺跡からは弥生時代から古墳時代にかけての建物跡6 と、横

1穴が見つかっています。

2号住居跡と呼ぶ竪穴住居跡は緩やかな斜面に造られており、約3

分の 2が残っていました。 もともと一辺7mほどの正方形の床面をも

っ住居だったようです。中からは古墳時代中期に作られた土師器がHJ

しました。 この建物跡に生活していた人たちは水溜古墳群に葬られ

た人と何か関係をもっていたので、はないでしょうか。

矢頭遺跡から見つかヮた古塙時代の住居跡

ι 

自 2m
1二二二二＝コ二三ニニニ=:::=I 矢頭横穴墓実浪IJ密

住居跡から見つかった土器

島根県東部家畜市場の建 I 

設に先だち、 1985年、宍 ！ 
道町教育委員会によって ｜ 

｜ 発掘調査されました。遺 ｜ 

｜ 跡は現在残ってしませλノ ｜ 
' カヘ出土品は教育委員会 I 
¥, に保存してあります。 ／ 
、＼、ー一 一一←一一一一ー一一J〆

ヱi



（同上野l号墳

宍道町大宇佐々布（佐々布中）

上野1号墳は、国道54号線を東に見下ろす、標高約70mの丘陵上に

｛立置しています。

上野1号墳のある上野遺跡では、発掘調査により 8基の古墳を検出

しました。上野1号墳を除く他の古墳は、一辺lOm前後の方墳で、円

墳は見られません。これらの方墳は、古墳時代中期以降（約1500年前）

に築造が開始されたものと考えられます。

上野1号墳は、遺跡中央に位置する円墳で、直径が約36m、高さは

約5mあります。葺き石や周溝のない、二段築成の大型円墳です。墳

頂部には3基の主体部（遺体を葬った施設）が見られます。

上野遺跡全景
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上野1号墳第1主体部

上野1号墳出土斜線神獣鏡

宍道i町の古墳紹介、

上野1 中J心と

なる墓喋ーには、長大な

ねん

木棺を粘土で覆った粘

土榔と呼ばれる施設が

造られていました。木

棺の長さは約7n:1と推

には

勾玉3点、

棺外の粘土中には剣2

本、槍l れ

ていました。また、棺
ひれ

に転用されていた鰭付

き円筒埴輪は、大和北

部型と呼ばれる埴輪で、

っ

かがわれるものです。

上野1 境：頂

部で出土した土器や埴1愉から、古墳時代前期末頃（約!GOO年前）に造

られたものと考えられます。 I号墳は、宍道町域に最初に造られ

た大型古墳であり、

がjつれます。

な木棺や優秀 ら被葬者の力がうか

く林龍亮）

2虫



みずたまり

(1司水溜古墳群

宍道町大字白石（坂口）

水溜古墳群は大小30基の古墳（前方後円墳1、円墳13、方墳時）か

らなる宍道町最大の古墳群です。特に、水溜5号墳は一辺25mの町内
はにわ にだんちくせい

最大の方墳で、埴輪をもっ二段築成の古墳です。築かれた時期は 5世

紀後半と推定されます。

現在、水溜古墳群はその一部を取

り込んで宍道総合公園・古墳の森と

して整備され、約4ヘクタール敷地

が古代生活体験、古墳、歴史の各ゾー

ンに分けられています。古代生活体
たかゆかそうこ

験の広場にはキャンプ場や高床倉庫

風のキャビンがあり、古墳の広場で

は水溜5号墳を中心とする数基の実

物の古墳が、歴史の広場では日本＠

島根県＠宍道町の代表的な古墳が模

型の形で整備されています。気軽に

訪ねてみてください。

水溜5号墳の墳丘推定復元図

30 

公園内に整備された水溜5号墳

極古墳 至54号線
古墳の森（水溜古若者群）

古墳の森の北隣には東部家畜市

場が、さらに北に蒐古館や木幡

山荘があります。水溜5号墳は、

1987年、宍道町教育委員会によっ

て範囲確認調査が行われ、出土

品が保管されています。



宍道町の古墳紹介

しんじようがいさん

（間宍道要害山古墳

宍道町大字宍道（五区）

宍道湖を望む宍道要害山の山i頁にあります。中世城跡の主郭部とし

て整備されたためでしょうか、盛土の多くを失い、全長3,8mの小さ

な横穴式石室が露出しています。

天井石以外は来持石の露頭をく

り抜いた珍しい形の石室で、横穴
げんしつ

墓を思わせるものです。玄室は奥

行1.3m、｜隔1.85mと棋に長い形

をしており、高さはL35mで、す。
宍道要害山古墳の平面様式図

天井石はすでに失われていますが、外から見るとまるで風呂桶のよう

です。玄門は方形にくり抜かれていますが、閉塞石はありませんO
Itんどう

羨道は長さ lm 、 I~高0.8mで、す。しかし、羨道の側壁上部には石をは

め込むために加工したと思われる跡があり、長さ 2m、幅0.8mの大

きさの石が乗っていたと考えられます。

なお、玄室の奥にある 3段

の階段は古墳に伴うものでは

なく、後世に加工されたもの

です。

副葬品は残っていませんが、

造られた時期はその形から 6

世紀後半と推定されま

議

宍道要書山古墳遠景（54号線より）
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実測中の宍道要害山古墳

さい

同才横穴墓群

JR宍道駅の西端にある
踏切を渡り、児童公園の

看板の脇より登ります。

古墳のある場所が宍道要

害山と呼ばれる中世城跡

であることから、地元で

はこの古墳を「のろし台J
とも伝えています。古墳

を後に「のろし台」に使っ

た可能性もありますが、

真偽は不明です。また、

大正時代、慰霊塔を造る

ときに鉄刀が発見された

との伝えもありますが、

古墳に関わるものかどう

かは分かりません。

宍道町大字白石（才）

才の谷の奥にある低い丘陵斜面に、 I～亜群とよぶ3つのグループ

からなる宍道町最大規模の横穴墓群の才横穴墓群があります。 I群は

町道舟河原線の西側斜面に9穴、 E群はI群の裏側斜面に2穴、亜群

は町道をはさんで東側の斜面に5穴と、合計16穴の横穴墓が知られて

います。

ここでは代表似！として、才横穴群で最も大きいI群1号穴について

紹介しましょう。大きさは、長さ2.4m、幅2.lm、高さl.lmで、床

32 



才蓄電穴墓群

宍道田］の古境紹介

閉塞石の残っていた横穴墓〔E群4号穴）

の形は奥に向かつてやや細くなっています。内部はきれいに家を形どっ

ており、妻側に向かつて長さLOm、幅0.7m、高さO。9mの羨道が

いています。このように家の形をして、妻入の入口をもっ横穴墓は出

雲地方西部（出雲市）を中心にする地域に多い形です。また、床には

左右と奥に人を安置するためのベッド状の台が残っています。

そのほか、この横穴群にはドームのような丸い天井をもった横穴墓

や、家形でも平側に入口をもつものなどがあります。

造られた時期はそれぞれの横穴墓で、多少の違いはありますが、おお

むね6世紀末ごろと考えられています。
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ずいおんじ

(1到随音寺横穴墓群

宍道町大字宍道（四区）
しゅうこかん

宍道町蒐古館の敷地内にある砂岩の岩肌に上下2穴の横穴墓が掘り

込まれており、上を l号穴、下を2号穴とよんでいます。

1号穴は岩肌にきれいに掘り込まれ、残り具合も良好でした。玄室

は奥行1.8m、幅2m、高さ1.3mの家形に造られており、平側に羨道

が付けられています。前庭部には砂岩を板状に加工した閉塞石も残っ

ており、 2枚の切石で、入り口が閉じられていたことが分かりました。

副葬品の多くは失われていましたが、幸い前庭部に7世紀の後半に

作られた須恵器の蓋が残っていましたので、この横穴墓はその頃に造

られたものと推定されています。

2号穴は古くから子供の遊び場や酒の製造場所になっていたらしく、

壁が崩れ、かなり傷んでいました。穴の大きさは 1号穴とほぼ問じで

すが、天井は三角形のテント形になっています。なお、副葬品は発見

されていませんO

髄音寺横穴墓群
（上が l号穴、下が2号穴。現在の蒐古館横）

34 

随音寺横穴墓群1号穴から見つかった
須恵器の葦



宍道｜可め古墳紹介

a ・1m － 髄音寺1号穴実；JllJI翌

1985年に、宍道町教育委

員会により発掘調査が行 ｜ 

｜ われましたO l号穴の副 I i叩宍道町蒐加賎 l
示会れています9 ｜ 

一一一＿＿／

つに
dり



4園江騎J~I I J調理のz古墳
あしがしら

側足頭古墳群

宍道町大宇佐々布（荻田）

荻田団地の西隣、出雲平野を望む丘陵の上（現在の東洋べγチャー

株式会社敷地）にあり、 2基の古墳からなっています。丘陵の北側を

1号墳、南側を2号墳にしました。

1号墳は一辺12m×10mの方墳で、木棺に葬ったものでした。副葬

品としては土器の破片が少量見つかっています。

2号墳は一辺7m×7m、

高さ 2mの方墳で、古墳の中

心部に3m四方、深さ70cmの

掘り込みをし、その真ん中に

長さ180cmの石棺を置いて人

を葬ったものでした。石棺の
せきしょくがんりょう

蓋石全面に赤色顔料（鉄分を

酸化させ、赤色をだしたもの。

ベンガラ）が塗ってあり、丁

寧な埋葬をしたことがうかが

えます。石棺内に副葬品はあ

りませんでした。なお、墳丘
はじき

から土師器片が一片ほど見つ

36 

足頭2号墳から見つかった石棺

古墳の森に復元された足頭2号墳



かつてL、ます。

はっきりと古墳の造られた時期を示す

ものはありませんが、 1号i賞、 2号墳と

も古墳時代前半のものと考えられていま

す。

こざそう

削小佐々布横穴墓群

宍道開Iの古墳紹介

1985年、宍道町教育委員

会により発掘調査が行わ

れました。市墳はなくな

りましたが、古墳の森の

歴史の広場には足頭2号

墳が復元されています。

宍道町大宇佐々布（小佐々布）

伊志見地区との境にのびる細長い谷斜面にあります。横穴墓は来待

の岩盤に掘り込まれており、現在5穴ほど見つかっています。いず

れも保存がよく、横穴墓を造るときにできたつるはし状ののみ痕が残っ

ているものもありました。区別をするために1号～5号穴の呼び名を

つけることにしています。

1号穴の玄室は、長さ約

l.6r也、幅約1.9m、高さ1園:35

illで、やや横長な長方形になっ

ており、 のほぼ真ん中に

いています。天井は

Fーム状に丸く、床の南側に

イこベッド；！犬の 小佐々布横穴墓群3号穴

内門

0/ 



画が造られていました。

5号穴の玄室は、長

さ2.0皿、幅2.6m、高

さ1.6mで、横穴墓と

しては大きなっくりで

す。 1号穴と同様、長

辺のほぼ真ん中に羨道

が付いており、天井は

ドーム状になっていま

すが、 1号穴に比べる

O 1m 
匝面面面面面面五主互五冨

小佐々布横穴墓群3号穴実測図

と家の内部を形どろうという意識がみうけられます。なお、副葬品は

見つかりませんでした。
おう

ちなみに、小佐々布横穴墓群は奈良時代に意宇都として行政区画さ

れる地域のうち、最西端にある横穴墓群です。

小佐々布1号穴の入口に残る／ミの痕

38 

江尻川周辺では唯一の横

穴墓です。近年確認され

たもので、今後付近でも

発見されるかもしれませ

ん。



宍道町の古墳時代

〔古墳時代前期〕 宍道町で最も古い古墳は佐々布下にある佐々布下

1号墳です。墳丘から見つかった土器から古墳時代前期の早い時期に

つぐられたことが分りました。古墳のある小高い丘陵下は現在出雲平

野の一部になっていますが、古墳時代には眼円こ宍道湖を望む場所で

した。（古墳時代には宍道湖の湖岸線が麓まで追っていたと考えられ

ます。）
まついし

〔古墳時代中期〕 古墳時代中期に造られた古墳としては松石古墳群

（東来待）、横田古墳（西来待）、水溜5号墳（白石、古墳の森内）、

上野1号墳、足頭2号墳（佐々布）などが知られています。このうち、

横田古墳は墳丘や副葬品については分かっていませんが、埋葬施設と
ふながたせっかん

して舟形石棺をもっ古墳ですO この舟形石棺は宍道町から玉湯町にか

1-Jて産出される「白：！？〉石Jと呼ばれる柔らかい石でできており、

の石棺は隣の玉湯町でも数開あります。舟形石棺は出雲地方に13例ほ

ど知られ、中には巨大な墳丘を伴うものもあります。そのうちの6例

と玉湯町に集まっており、この地域の特徴となっていまコ o

〔古壇時代後期7 なるとそれ以前

えており、中小河川によってでき

、L
Lこj られでいきます。

，＿、L
JどでJ として 2号墳、知原4
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しいやま いがみ しもそら かがみきたざこ

白石の椎山 1号墳、伊賀見l号墳、下の空古墳、東来待の鏡北廻古墳

が知られていますが、その数はあまり多くはありません。これらは地
よこあなぽ

域の首長の墓と考えらており、一般的には同地域にある横穴墓より身

分の高い人の墓といわれています。したがって、横穴式石室をもっ古

墳と横穴墓の広がりを調べることで当時の政治的な勢力図が分かるの

です。

〔古墳からわかる当時の政治勢力〕

まず、！日宍道町域（今の大字白石、宍道、佐々布）をみていきましょ

う。同道川流域には6世紀の中頃に椎山1号墳、続いて伊賀見1号墳

が、さらに7世紀になると下の空古墳が造られています。旧宍道町域

では他に横穴式石室をもっ古墳はありませんので、この地域を支配し

た首長は常にこの同道川流域を根拠地としていたことが分ります。奈

良時代になるとこの旧宍道町域は宍道郷として一つの行政単位になり

ますので、宍道郷の成立には古墳時代後期の古墳の分布にみられるよ

うに同道川流域の豪族の勢力範囲が色濃く反映していたと考えられます。
せっかんしさせきしっ

ちなみに、伊賀見1号墳の石室は横穴式石室の中でも「石棺式石室」
おおば やましろ

と呼ばれるもので、現在の松江市大庭町、山代町を本拠地とする豪族

と密接なつながりをもっ地域首長のみが許された、きわめて政治的な

意味をもっ石室で、すO

もっとも、政治的な力関係から横穴式石室の古墳を築けなかった人

たちも自分たちのお墓を造るにあたっては、なるべく横穴式石室に似
しんじようがし、さん

たものを造るようになっていきました。たとえば宍道要害山上にある

40 



宍道町の古墳時代

石棺式石室（永久宅後宙墳）の正面

横穴式石室（大念寺古墳）の内部

41 



要害山古墳は厳密には横穴式石室をもっとはいえませんが、その造り

方は「石棺式石室」をモデルとしています。また、小佐々布横穴墓群
いわあなぐち

（佐々布）、岩穴口古墳（宍道）なども「石棺式石室」の影響を受け

ています。

次に、！日来待村域（大字東来待、西来待、上来待）をみていきましょ

う。小規模な横穴式石室をもっ古墳としては来待川の中流にある知原

2号墳、知原4号墳の2つが知られています。この地域は、奈良時代
はやしのさと

の行政区分では現在の玉湯町林地区と合わさって拝志郷となっていま

す。林地区の林本郷には前方後円墳4基を含む約50基からなる林古墳

群があり、その中からは大形の「石棺式石室」（林8号墳）も見つかっ

ています。

現在のところ、来待地区からはこの林古墳群、同道川流域の首長墓

に匹敵するだけの古墳は見つかっていませんので、後に拝志郷になっ

ていく地域が地方豪族の勢力範

囲とすれば、来待地区は林古墳

群を造った勢力の下か、同道川

流域の首長の勢力下のいずれか

に組み込まれていたことが考え

られます。

42 

宍道町の遺跡グラフ
（『島根県遺跡地図.,JI 1987年を参照、）



宍道府Jの古墳時代

宍道町および周辺部の古壌の変遷
（古墳時代後期を中心とする）

本郷JII流「「詰7帯夜寸τ~JI！流域｜宍道)II流域
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宍道酉Tの古墳：
（『島根県遺跡地図』 I1987年に一部追加）

番号 名 称 番号 名 称

1 足頭古墳群 24 尻ハミ古墳

2 小佐々布横穴墓群 25 宇由比神社古墳

3 佐々布下古墳群 26 横田古墳

4 観音寺横穴墓 27 知原古墳群

5 宍道要害山古墳 28 高松古墳群

6 0 M公園横穴墓 29 大野原古墳

7 随音寺横穴墓群 30 菅原横穴群

8 横町横穴墓 31 粟尾山横穴群

9 西代横穴墓 32 角田横穴墓群

10 才古墳 33 佐久多神社裏古墳

11 才横穴墓群 34 佐倉末の廻横穴墓群

12 矢頭横穴墓 35 佐倉横穴墓群

13 清水谷遺跡 36 三成古墳群

14 水溜古墳群 37 弘長寺古墳

15 岩穴口古墳 38 明寿廻古墳群

16 割岩横穴墓 39 弘長寺横穴墓群

17 後谷横穴墓 40 多井古墳群

18 女ケ峠横穴墓 41 松石横穴墓

19 荻古墳 42 松石古墳群

20 伊賀見古墳群 43 大紋古墳

21 下の空古墳 44 鏡北廻古墳

22 椎山古墳群 45 上野1号墳

23 横見古墳群
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市墳時代前後の宍道田；i

れ古墳時代より前の黒糧問
じようもんじだい

は）縄文時代

今から約一万年前から弥生時代の始まる約2,300年前までの間を縄

文時代とし、います。この時代、人々は初めて土器を作り、その表面に
じ主うもんどき

縄目などの模様を施して利用しました。これを縄文土器と呼んでいま

す。この時には、まだ稲作などは始まっておらず、石器、骨角器など

を能って狩りや漁を中心とする生活でした。
こうちょうじ

弘長寺地区の弘長寺遺跡からは石で作った斧が、同じく弘長寺地区
いのだに

の三成遺跡や下白石の伊野谷遺跡からは縄文土器が見つかっています。

(2) 

紀元前ム 3 になると人々は大陸から ってきた米作りを始、

めるようになりました。宍道町からはこの墳の遺跡や遺物は見つかっ

ていませんが、米作りの技桁が日本に伝わるとまたたく間に全国に広

がったことからもこの地方でも時をほぼ同じくし

ちがし、'tct¥, ¥ Cでしょう。

まったとみてま

水田を耕し米を作るようになると、治水工事を行ったり、

統！ したり、 を祈る りを司るために 現出
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し、身分の上下関係が生まれました。
よすみ

また、安来市、松江市、 出雲市などで見つかっている 「四隅
としゆっがたふんきゅうぽ

突出形墳丘墓」と呼ばれるお墓は地域の有力者のための特別なお墓が

造られたことからも、弥生時代になるとかなりはっきりした階級差が
しみずだに

生まれたことが分かります。宍道町では才地区で見つかった清水谷2

号墓（現中央家畜市場内）

お墓です。

が町内で知られている唯一の弥生時代の

宍道町内では清水谷2号墓のほか、弘長寺地区の三成遺跡や岡の目

地区の平田遺跡からは弥生土器が、才地区の矢頭遺跡からは弥生時代

の建物跡が見つかっています。今後の発掘調査などによって、 もっと

多くの遺跡、遺物が発見されてくることでしょう。
しゅうこかん じゃしもんどうたく

ところで、現在宍道町蒐古館で展示されている「邪視文銅鐸」と呼

ばれる銅鐸をご覧になったことがありますか。全国的にも有名なこの

銅鐸は正面に悪霊を追い払うための邪視文と呼ばれる目の形をした模

様が捕かれていたことからこの呼び名がついています。

銅鐸は豊鏡を祈るお祭りに使われた祭器といわれています。 もとも
せいどう

と音を鳴らす青銅の道具であったものが、 日本に伝わるとその神秘性

から祭器として利用されていったと考えられています。古い形の銅鐸

は高さ20～30cmで、内部に吊して音を出す棒状のものをもっていまし

たが、徐々に大型化し、高さ lmにおよぶものも出現しました。
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古墳時代前後の宍道町

2剛古櫨時代より畿の民盟関
ならじだい いずものくにふど

奈良時代（『出雲国風土記』にみる宍道）

古墳が造られなくなってから50年近くが過ぎた8世紀初め、都は奈
へいじようきょう うつ

艮「の平域京へ遷され、奈良時代（710年～794年）が始まりました。そ

のころの宍道町はどのようなようすだったのでしょうか。出雲国には

幸い733年（天平5）に書かれた『出雲国風土記』が伝わっており、

当時のようすが具体的に描かれています。『出雲国風土記』によって

から約1,260年前の宍道町をみてみましょう。
おう ししちのうまや

風土記によると、現在の宍道町は意宇郡の宍道郷、宍道駅、拝志郷

の一部、出雲郡の建部郷の一部から形作られていることが分かります。

当時の戸数は約100戸、人口は約2,500人程度と推定されています。
うまや

宍道駅には公用の使者の駅馬と宿泊施設をもっ駅家が設けられ、駅

長1名、駅子、伝子が置かれるとともに、駅田2町、駅馬5匹が配備

されていました。この駅家のあった所は、現在の佐々布下あたりと考

えられています。

宍道の地名由来も『風土記』に次のように記しであります。「出雲
おおたむちのみとと

の国を治めていた大穴持命（大国主命）が狩りをされたところ、追っ
いのしし

ていた犬一匹と追われていた猪二匹とが石となりました。それらは今

も南の山に残っています。この古事より（猪の通った道という意味か
LL L Lぢ

ら）この地域を猪の道＝宍道と ようになりました。」

宍道地域には寺院があったという記述はありませんが、いくつかの
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まち さくた

神社が載っています。支麻知社（来待神社）、佐久多社（佐久多神社）、

宍道社（石宮神社）、狭井社（佐為神社）、同狭井高守社（佐為高守神
うゆい いじみ

社）、宇由比社（宇由比神社）、伊白美社（伊甚神社）などがそれで、す。

えんぎしき

［（ ）内の名称は現在の神社名です。また、平安時代初めの『延喜式』

にもいくつかの神社が記されていますが、ここに記された神社を

式内社といいます。］

地理については次のように書かれています。来待地区については、

「来待川は和名佐山より西に流れ、山田村（菅原の古名）より北に折

i5ゆ

れて、入海（宍道湖）に注くか。川には年魚（鮎）がいる。この川に架

かる来待橋は、 8丈（23.75m）、広さ 1丈3尺（3.85m）の大きさで

ある。」、宍道地区については、「宍道JII （今の佐々布J11）は幡屋山よ

り北に流れて、入海に注ぐ。魚なし。」というものです。

最後に、『出雲国風土記』をはなれて奈良時代の遺跡をみてみると、

おぎだ

1973年（昭和48）、荻田団地造成のために発掘調査が行われた荻田住

宅団地遺跡が知られています。宍道湖を望み、段状に加工された斜面

に6棟の住居跡と倉庫が発見
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入海（宍道湖）

風土記時代の宍道（0は郷庁）



以上紹介しましたように、 －、－1- ＿－.品刊しし、主主－， 0 

これらは千数百年の風雪に耐えて今日に残っていますが、中に

われ、埋葬施設や副葬品などが具体的に分かったものも少なから

ずあります。その一方、昨今の地域開発により調査後出減したものも

存在します。

この小冊子により読者の方々にそれちの記録が伝わり．併せて、各

地区の古墳の在り方などを理解頂き、埋蔵文化財の保護に多少なりと

も役立てばと思し、執筆しました。また、私たちの身近にある古慣を見

学する際の手頃なガイドブックとなれば幸いです。

なお、紙面の都合で町内総ての古壌を記述することはできませんで

した。 と位置凶を載せましたので＼ご利用ください。

宍道町の遺跡に20年近くかかわっ

るさと文庫』に町内の古墳をまとめてほLL、と

けました。しかし、遅々として進まなし、作業が多く、

ある稲田信託には大変ご迷惑をかけまし

また、次のみなさんには刊行に当たり

飯国芳明、

水口

！頼、磁村賢治、

守岡正司、 LL!本

あり、



間道田TE霊史年表

西暦 時代 島根県（宍道町）のできごと 全国のできごと

旧石器 各種の旧石器が作られる

10.0:0 -
／／／  土器作りが始まる

宍道湖湾の出現
縄文海進

t濁

1,0]0ー 文
弘長寺遺跡、三成遺跡等の形成
（晩期）

200 -
／／／  

日本海沿いに弥生文化が伝播する 水稲耕作が始まり、弥生文化が広まる

BC 1C8 -

弥 銅鐸、銅剣祭加が行なわれる
（邪視文銅鐸）

ADlOO 
倭国大乱

生 四隅突出墳丘墓が造られ始める 耶馬台国の卑弥呼が中国の貌王朝に
2CO 

朝貢する
清水谷2号墓が築かれる

3C Dー／／／／  

竪穴式石室をもっ古墳が出現する 畿内を中心に統一勢力の形成
前方後円墳の出現

400 古

横田古墳

sco 墳
須恵器の生産が始まる

横穴式石室の導入
（椎山1号墳→伊賀見l号墳）

筑紫国造磐井の乱（527)

6CO 
聖徳太子、探政となる（593)

飛
横穴墓の導入（随音寺横穴墓群）

鏡北廻古墳が築かれる

鳥
7(0 

平城京に都を置く（710)
出雲国風土記ができる（733）、宍道

奈良 郷・宍道駅の記述 古事記、日本書紀が成る

出雲国分寺、尼寺が建立される
平安京に遷都（794)sco -

平
小松（商来待）で須恵器が生産される 天台宗、真言宗が関かれる

菅原道真、大宰府へ左遷

900 - 安
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［円墳］ 平面形が丸く、マンジュウ形に盛り土された古墳。一般的

な形態。 （倒知原4号墳
ほうふん

［方埴1 平面形が四角く、四角台に盛り土された古墳。出雲地方に

は多い。 胸）大野原古墳、水溜5号墳
ぜんぼうこうえんふん

［前方後円墳］ 円墳と方墳がくっついた墳形で、古墳の中でも代表

的な形である。首長墓としてよく採用される墳形で、一般的にはは後

円部に埋葬施設がある。 例椎山1号墳
ぜんぼうこうほうふん

［前方後方墳］ 大小2つの方墳がくっついた形の古墳。首長墓とし

てよく採用される墳形で、出雲地方ではわりと多く知られている。一

般的には後方部に埋葬施設がある。 (17W横見 1号墳
もつかん

［木桔j 墳墓の一般的な埋葬施設で、大きな木材を筒状にくり抜い

たり（割竹形木棺）、板を箱形に組み合わせたもの（箱式木棺）が知

られる。
はこしきせっかん

［箱式石棺］ 墳墓の一般的な埋葬施設で、石を組み合わせて箱形に

作った棺。 例松石1• 8号墳
ふながたせっかん

［舟形石棺］ 舟の形に石をくり抜いて蓋と身を作り、組み合わせた

埋葬施設。古墳時代中期に流行する。 伊！）横田古墳
ながもちがたせっかん

［長持形石棺］ 板石を長持の形に組み合わせた埋葬施設。古墳時代

中期に流行し、首長墓に多く採用される。

C0 
00 



いえがたせっかん

［家形石棺］ 天井の石が家形をしている。石をくり抜くものと、組

み合わせて作るものがあり、古墳時代後期に流行する。横穴式石室、

横穴墓などに埋納したりする。 (-/JU）栗尾山横穴墓
よとあなしきせきしつ

f横穴式石室］ 石を組み合わせた石室の埋葬施設で、閉塞石の開け

閉めで追葬することができる。死者を安置する玄室と、玄室への道の

羨道からなっている。古墳時代の後期に一般化された。 例知原2・

4号墳
せっかんしきせきしつ

［石棺式石室］ 横穴式石室の中の一形態で、各壁一枚石を原則に石

室を造っており、全体の形は家形石棺を大きくしたものO 九州に起源

をもち、古墳時代後期には出雲地方の首長墓の埋葬施設として流行し

た。 例）伊賀見1号墳、下の空古墳
みみわ

［耳輪j 今のイヤリング。銅の輪に金、銀をメッキしたもので、古

墳時代後期の古墳や横穴墓からよく発見される。
すえき

［須恵器］ 登り窯で、焼かれた灰色をした硬い焼きの土器。朝鮮半島

からの技術の影響を受けて作られたものO 古墳時代後期以降、普及す
ふたつき はそうていベい かめ

る。器種も多く、蓋杯、高杯、曜、提瓶、壷、護などがある。

［土師器］ 縄文土器、弥生土器の系譜をひく、肌色をした素焼きの

土器。器種は壷、輩、高杯、皿、鉢、甑などがある。須恵器の出現以

降は煮炊き用具（整、カマド）が主になってくる。
はにわ

［埴輪］ 墳丘上やその裾に立て廻らされた土管状の円筒形態の円筒

埴輪と、人物や動物などを形どった形象埴輪とがある。
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宍道町内の古墳をもっと詳しく知るために

「松石古墳群」 『宍道町埋蔵文化財調査報告』 宍道町教育委員会

1978年

「地域と古墳と磨崖仏」 『宍道町埋蔵文化財調査報告』 2

宍道町教育委員会 1980年

「清水谷。矢頭遺跡発掘調査報告書」 『宍道町埋蔵文化財調査報告』

4 宍道町教育委員会 1985年

「随音寺横穴群発掘調査報告書J 『宍道町埋蔵文化財調査報告』 5

宍道町教育委員会 1986年

「水溜古墳群」 『宍道町埋蔵文化財調査報告JJ 6 宍道町教育委員会

1988年

「椎山古墳群調査報告書」 『宍道町埋蔵文化財調査報告』 7

宍道町教育委員会 1989年

「宍道町の文化財めぐり」 『宍道町ふるさと文庫』 2

宍道町教育委員会 1990年

山本 清「宍道町の古墳及び出土品」 『宍道町誌』 宍道町 1963年

「石棺式石室の研究」 『古代の出雲を考える』 6 出雲考古学研究会

1987年
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